
き
の
こ
セ
ン
タ
ー

　

平
成
25
年
３
月
に
は
、
椎

茸
を
生
産
す
る
き
の
こ
セ
ン

タ
ー
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

椎
茸
栽
培
は
、
菌
床
製
造

か
ら
発
生
ま
で
、
水
の
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
が
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
に

な
る
た
め
、
神
流
川
源
流
域
の

水
を
専
用
水
道
で
取
水
し
て
、

恵
ま
れ
た
自
然
環
境
を
最
大
限

活
か
し
て
い
ま
す
。
年
間
売
り

上
げ
目
標
３
億
円
、
ま
た
年
間

生
産
量
５
０
０
ト
ン
を
め
ざ
し

て
、
こ
だ
わ
り
の
き
の
こ
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

十
石
味
噌　

　

昭
和
55
年
頃
よ
り
上
野
村

農
業
協
同
組
合
が
、
自
家
製
味

噌
の
ノ
ウ
ハ
ウ
に
独
自
の
工
夫

を
加
え
、
味
噌
の
製
造
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
平
成
８
年
に
は

新
工
場
が
完
成
し
、
十
石
味
噌

と
名
付
け
ら
れ
、
最
も
売
れ
る

特
産
品
と
な
り
ま
し
た
。

　

上
野
村
で
は
米
が
と
れ
な
い

た
め
、
麦
が
主
食
、
副
食
に
活

用
さ
れ
、
そ
の
麦
文
化
の
代
表

的
な
も
の
が
味
噌
で
す
。
厳
選

し
た
国
内
産
大
豆
と
大
麦
を
原

料
と
し
て
、
手
間
を
か
け
た
本

格
派
の
麦
味
噌
で
す
。

　

６
次
産
業
化
と
い
う
言
葉
が

生
ま
れ
る
前
か
ら
、
上
野
村
で

は
上
野
村
農
協
な
ど
と
連
携
し

て
、
農
産
加
工
を
振
興
し
て
き

ま
し
た
。

　

味
噌
、
漬
物
、
惣
菜
、
ジ
ュ
ー

ス
、
レ
ト
ル
ト
、
菓
子
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
加
工
が
行
え
る
態
勢

が
整
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

上
野
村
で
は
、
行
政
と
関
係

事
業
体
、
生
産
農
家
が
一
体
と

な
り
、「
地
域
内
６
次
産
業
化
」

を
進
め
て
い
ま
し
た
。（
小
峰
）

　

群
馬
県
多
野
郡
上
野
村
の
６

次
産
業
施
策
に
つ
い
て
研
修
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

上
野
村
で
は
95
％
以
上
が

森
林
で
、
手
つ
か
ず
の
大
自

然
が
残
る
緑
豊
か
な
森
の
里

で
、
村
内
に
は
、
関
東
一
の
清

流
『
神か

ん
な
が
わ

流
川
』
が
流
れ
て
お
り
、

そ
の
源
流
域
は
平
成
の
名
水
百

選
（
環
境
省
指
定
）
に
も
選
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

人
口
は
１
３
１
５
人
（
平

成
27
年
６
月
１
日
現
在
）
で
、

そ
の
う
ち
２
３
８
人
が
、
Ｉア

イ

タ
ー
ン
者
（
定
住
者
）
で
す
。

　

昭
和
30
年
代
ま
で
は
、
木

材
の
搬
出
や
木
炭
の
生
産
も
盛

ん
で
、
山
仕
事
に
従
事
す
る
人

が
多
く
、
養
蚕
や
こ
ん
に
ゃ
く
、

椎
茸
、
ナ
メ
コ
栽
培
な
ど
隆
盛

で
し
た
。

　

し
か
し
、
林
業
は
廃す

た

れ
、
農

業
も
地
形
的
条
件
か
ら
生
産
性

に
劣
り
、
山
林
や
畑
地
の
荒
廃

が
進
み
、
農
林
業
の
振
興
は
大

き
な
課
題
と
な
り
、
昭
和
43

年
に
イ
ノ
ブ
タ
の
生
産
を
始
め

ま
し
た
。

　

イ
ノ
ブ
タ
は
、
イ
ノ
シ
シ
の

オ
ス
と
ブ
タ
の
メ
ス
の
交
配
に

よ
り
生
ま
れ
ま
す
。
イ
ノ
ブ
タ

本
来
の
味
を
出
す
た
め
に
一
代

交
配
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
非
常
に
神
経
質
で
、
ス

ト
レ
ス
が
大
き
く
影
響
す
る
た

め
、
飼
育
環
境
に
は
細
心
の
注

意
を
し
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
餌
に
加
え
て
、
大
麦

を
与
え
る
こ
と
で
、
甘
く
お
い

し
い
脂
肪
が
作
ら
れ
、
飼
育
期

間
を
長
く
し
、
成
長
さ
せ
る
こ

と
で
、
風
味
豊
か
な
味
わ
い
の

肉
が
作
ら
れ
、
こ
だ
わ
り
の
上

野
村
の
お
い
し
い
イ
ノ
ブ
タ
肉

が
生
産
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
学
ぶ
べ
き
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
っ
た
。
国
か
ら
の
補
助
な

ど
財
源
確
保
が
で
き
な
け
れ

ば
立
派
な
施
設
建
設
は
不
可

能
と
思
っ
た
。

●
定
住
対
策
が
す
ば
ら
し
い
。

●
国
県
か
ら
の
補
助
金
の
活
用

が
卓
越
し
て
い
る
。

●
林
業
の
取
り
組
み
、
し
い
た

け
栽
培
、
特
産
品
の
開
発
、

行
き
届
い
た
住
民
サ
ー
ビ
ス
。

Ｕ
タ
ー
ン
・
Ｉア

イ

タ
ー
ン
者
の

増
加
に
納
得
。

●
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
、
そ
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
た
取
り

組
み
。
本
町
で
も
独
自
に
何

か
で
き
な
い
か
。

●
元
気
の
あ
る
自
治
体
を
も
っ

と
視
察
す
る
こ
と
で
、
わ
が

町
の
強
み
を
も
っ
と
研
究
し

て
、
町
が
活
性
化
す
る
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

●
特
産
品
を
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー

ジ
化
し
て
売
上
を
伸
ば
す
努

力
を
全
村
あ
げ
て
取
り
組
む

姿
勢
に
、
感
銘
を
受
け
た
。

総
務
産
業
委
員
会

B

収
穫
間
近
の
菌
床
シ
イ
タ
ケ

現地施設にて説明を受ける

視察研修報告視察研修報告 10月21・22日に ２つの委員会合同で
新潟市と群馬県上野村に行ってきました

各
議
員
か
ら

各
議
員
か
ら

こ
ん
な
感
想
が
…

こ
ん
な
感
想
が
…

  

行
政
と
関
係
事
業
体
、
生
産
農
家
が
一
体
と
な
り
、

行
政
と
関
係
事
業
体
、
生
産
農
家
が
一
体
と
な
り
、

　
　
「
地
域
内
６
次
産
業
化
」
を
推
進

　
　
「
地
域
内
６
次
産
業
化
」
を
推
進

ggggggggggggg
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新
潟
市
港
南
区
に
あ
る
亀
田

西
中
学
校
の
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に

て
視
察
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

新
潟
市
の
学
校
給
食
は
、
中

学
校
57
校
中
28
校
が
ス
ク
ー

ル
ラ
ン
チ
方
式
を
採
用
、
セ
ン

タ
ー
方
式
は
20
校
、
自
校
方

式
は
９
校
あ
り
ま
す
。

　

ラ
ン
チ
ル
ー
ム
は
、
各
学
校

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
目
的

は① 

自
分
の
健
康
と
そ
れ
に
適
し

た
食
生
活
を
自
己
管
理
で
き

る
能
力
を
育
て
る
。

② 

楽
し
く
、
く
つ
ろ
い
だ
雰
囲

気
の
も
と
で
会
食
を
し
、
豊

か
な
心
を
育
て
る
。

③ 

仲
良
く
会
食
す
る
中
で
、
個

を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
う

好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育
て

る
。

●
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
に
お
い
て
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
中
で
食
事

を
す
る
の
は
、
子
ど
も
た
ち

の
絆
を
強
く
す
る
と
思
っ
た
。

●
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
導

入
は
難
し
い
だ
ろ
う
が
、
鳩

山
町
に
お
い
て
も
質
の
高

い
給
食
の
提
供
、
バ
ラ
エ

テ
ィ
ー
豊
か
な
楽
し
い
取
り

組
み
も
検
討
し
た
い
。

●
自
由
で
楽
し
い
雰
囲
気
に
感

銘
を
受
け
た
。

●
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
環
境

を
整
え
て
い
き
た
い
。

●
ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
は
楽

し
そ
う
で
良
い
。

●
鳩
山
で
は
、
対
象
人
口
・
予

算
経
費
等
を
充
分
に
検
討
す

る
必
要
が
あ
る
。

●
子
ど
も
た
ち
・
保
護
者
に
と
っ

て
も
素
晴
ら
し
い
給
食
制
度

と
思
っ
た
。

●
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
の
あ
る
ラ
ン

チ
を
、
弁
当
持
参
の
生
徒
と

も
一
緒
に
食
べ
る
の
で
多
様

性
を
尊
重
す
る
心
を
育
む
と

感
じ
た
。

福
祉
文
教
委
員
会

B

給
食
用
は
特
上
米
使
用

　

市
は
、
地
元
産
米
を
大
切
に

し
て
、
給
食
用
は
特
上
米
を
毎

日
と
い
う
標
準
献
立
に
し
て
い

ま
す
。

　

そ
の
他
の
農
産
物
等
は
県
外

か
ら
大
量
に
入
荷
で
き
る
と
の

こ
と
で
、
給
食
使
用
基
準
を
設

け
て
、
給
食
委
員
会
等
の
要
望

に
も
応
え
て
い
ま
す
。

　

弁
当
併
用
の
給
食
で
あ
り
、

毎
日
の
食
数
は
、
予
約
機
を
使

う
の
で
５
日
後
に
決
定
す
る
こ

と
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
食
材
を

発
注
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
と

の
こ
と
で
す
。　
　
　
（
根
岸
）

　

給
食
を
食
べ
る
た
め
に
は
、

メ
ニ
ュ
ー
の
中
か
ら
選
ん
で
５

日
前
ま
で
に
予
約
機
に
か
け
ま

す
。

　

10
日
又
は
20
日
分
ず
つ
の

プ
リ
ペ
イ
ド
カ
ー
ド
で
購
入
し

ま
す
。

　

予
約
機
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

化
し
て
い
て
、メ
ニ
ュ
ー
ご
と
、

月
日
ご
と
に
食
数
が
把
握
さ
れ

ま
す
。

給
食
の
メ
ニ
ュ
ー
を
選
ぶ

　

メ
ニ
ュ
ー
は
、
ラ
ン
チ
メ

ニ
ュ
ー
２
種
と
ボ
ッ
ク
ス
メ

ニ
ュ
ー
２
種
の
４
種
類
が
あ
り

ま
す
。

　

市
の
栄
養
士
か
ら
標
準
献
立

表
が
送
ら
れ
、
そ
れ
を
基
に
民

間
調
理
会
社
（
３
社
と
随
意
契

約
）
と
打
ち
合
わ
せ
を
し
て
作

り
あ
げ
て
い
ま
す
。
３
社
の
民

間
会
社
は
、
校
外
に
調
理
施
設

を
持
っ
て
い
ま
す
。

地
場
産
の
食
育 

毎
日
、
生
産
地
な
ど
表
示
し
て
い
ま
す
。

12
月
の
ラ
ン
チ
ニ
ュ
ー
ス 　

新
潟
市
教
育
委
員
会
発
行

常任委員会レポート常任委員会レポート

　　

弁
当
持
参
、
メ
ニ
ュ
ー
を
選
べ
る

弁
当
持
参
、
メ
ニ
ュ
ー
を
選
べ
る

　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
学
校
給
食

　
　
　
　
　

ス
ク
ー
ル
ラ
ン
チ
方
式
の
学
校
給
食

ggggggggggggg
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